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摂食・嚥下障害対策委員会　　第5回　定例会議　平成　１8年　9月15日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　15：00～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　２階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　田ノ上　愛子
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· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事のないようにしましょう。
＜会議内容＞

（1）研修について

「摂食・嚥下機能に関わる器官の解剖生理・評価表　嚥下体操・アイスマッサージについて」と「胃ろう造設患者様に対するケア」についての企画書が出来ましたので、企画書が通り次第、今後の進行状況確認や勉強会行なう為、再度集まりを設けます。その際は、メールで呼び掛けますので参加お願いします。

又、「評価表について」の研修は、現在評価表を作成中である為、評価表作成しだい行なう予定です。

（2）評価表について
江刺家I.O.O.からお借りした文献を元に、評価表を作成しました。しかし、質問文がわかりにくいと言う意見があがり、再度検討し直します。また、医療機能評価にも“摂食・嚥下障害対策が適切に行なわれているのか”の評価が関わってくるとのことです。南病棟でも摂食・嚥下障害対策の企画書作成中であるとのこと。委員会と協力しながら評価表作成し、今月中には提出出来る様、検討中です。

(3)アイス棒の発注方法について

　　アイス棒の発注は個人負担となりました。対象者の患者様・利用者様の御家族にしっかりと使用目的を説明した上で物品を持ってきて頂く事になります。物品をもってきてもらえない患者様はこちらで代理購入することになります。代理購入する際、どこまで委員会が関わるのか（料金について等）？については、玉田I.O.O.が会議で確認するとのことです。

（4）南山苑の口腔ケアについて

前回の委員会でアイス棒の効果得られなかったため現在行なっていないという報告あり。分析の結果、適切な手技・期間で行なっておらず評価していたとのことです。今後は、委員会からの適切な手技で行なうよう働きかけ効果的におこなえるようアイス棒の使用について促進していきましょう。

